
【地域の声】地域防災と医療的ケア者支援の連携に向けて｜～箕
面市×赤十字奉仕団との意見交換会～
〜災害が少ない街だからこそ、今できる「備え」を〜

　先日、箕面市で防災活動に取り組まれている赤十字奉仕団の皆様と、地域の防災や医療的ケアが必要な方への支援について、お話をさせ
ていただきました。

　箕面市はこれまで大きな災害が少なく、「自分のことは自分で何とかする」という意識を持った方も多い地域です。実際に、2018年
の大阪北部地震の際も、避難所に来られた方はほんの一部だったそうです。

地域の防災は、福祉会や防災委員会が中心に
　箕面市では、各校区に福祉会や防災委員会があり、地域ぐるみで防災活動が行われています。赤十字奉仕団の皆さんも、防災委員会に加
わり、避難所の運営などに関わっておられます。

　ただ、防災委員会としても、まずは避難所をしっかり回すだけで精一杯。そこに「医療的なケアが必要な方の受け入れ」まで対応を広げ
るのは、今の体制ではなかなか難しいというのが正直なところのようです。

情報の壁：知っているようで知らない「誰がどこにいるのか」
　災害時の支援においては、障がいのある方や医療的ケア児の情報を把握しておくことが重要ですが、現在その情報は各学校に保管されて
おり、前までは民生委員との共有も行われていたそうですが、現在は同意を得られた当事者の情報しかアクセスできない状況になってしまっ
ています。

それでも、「できることから少しずつ」
　そんな中でも、奉仕団の皆さんからはこんな前向きなお言葉をいただきました。

「命を1つでも助けられる形であれば、ぜひ協力したい」
「まずは勉強会やイベントを通じて、地域の認識を少しずつ揃えていきたい」
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　災害が少ないからこそ、備えの優先度が低くなってしまいがちな地域で、こうして声を上げてくださる方がいることは、とても心強く感
じました。

小さな一歩が、地域を守る力になる
　「ミシカル」では、医療的ケアが必要な方の情報を安心・安全に共有できる仕組みや、支援の担い手となる人材（共助士）を地域に増や
す取り組みを進めています。

　箕面市のような受け入れ先となる可能性がある地域でも、「自分たちには何ができるのか？」を一緒に考えていけたらと思っています。

みんなの命を、みんなで守る。
そのための一歩を、これからも地域の皆さんと歩んでいきたいです。

【提案募集方式】を活用して、地域の課題を一緒に解決しません
か？
私たちの協会では、「地域の声を国に届け、制度そのものを動かす」ことができる国の仕組み【提案募集方式】の活用サポートを行ってい
ます。

「制度上は無理だと言われた」
「通知通りだと現場がうまく回らない…」
「法律がネックで、やりたい活動ができない…」

そんな悩みを抱える地域団体や自治体の皆さまに、私たちは伴走しながら【提案募集方式】を活用した課題解決のお手伝いをしています。

� 提案募集方式とは？
内閣府が実施している制度で、地域が抱える“制度的な障害”を、国に改善提案できる仕組みです。
通知や要綱など、いわゆる「ルールの壁」を、現場の実情に合わせて見直してもらえる可能性があります。
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� 協会ができること

提案のための課題整理やヒアリング
内閣府との調整・提出サポート
過去事例に基づく効果的な提案文の作成支援
提案募集制度を活用するための研修や勉強会の開催

� 社会活動されている皆さまへ
「やりたいのに、制度が足かせになる」
そんな場面に、何度も出会ってきました。

私たちの協会が運営する社課プラットフォームに参加していただくと、こうした制度的ハードルを一緒に乗り越えていくことができます。
内閣府の提案募集制度などを活用することで、「想いをカタチにする」後押しが可能になります✨

✅ 社課プラットフォームに参加すると…

社会活動を止めない制度相談窓口ができます
他の先進事例とのつながりが持てます
提案制度の情報や書き方なども共有され、制度活用がスムーズに！

� ご相談・ご参加はこちらから
「制度の壁を越えて、一歩前へ」
ぜひ、社課プラットフォームを活用してみませんか？

お問い合わせはこちら

https://shakaikadai.or.jp/contact


【災害のもしものために障がいの特性がわかれば対応ができる。】
重度医療ケア児童のご家族である金井さんにお話を伺いました。
【miteの仕組み〜命のカルテ〜】
重度医療ケア児童のご家族である金井さんにお話を伺いました。

是非ご覧ください。

【災害のもしものために障がいの特性がわかれば対応ができる。】
社会福祉法人こまどり会の北側理事長にお話を伺いました。
【miteの仕組み〜命のカルテ〜】
社会福祉法人こまどり会の北側理事長にお話を伺いました。

是非ご覧ください。

【防災は、自分と家族を守ることから。】防災士の井上さまにお
話を伺いました。【miteの仕組み〜命のカルテ〜】
防災士であり、元奈良市危機管理艦の、
井上さまにお話を伺いました。ぜひご覧ください。
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【ケアマネが持っている情報が災害時に命をすくう】ライフケア
王寺で主任介護支援専門員を務める有山さんにお話を伺いました。
【miteの仕組み〜命のカルテ〜】
ライフケア王寺で主任介護支援専門員を務める有山さんにお話を伺いました。
ぜひご覧ください。

【この子を守りたいのに…災害時、何をすればいいかわからない。
】難病当事者のご家族の米田さんに話を伺いました。【mite
の仕組み〜命のカルテ〜】
難病当事者のご家族の米田さんに話を伺いました。
ぜひご覧ください。

【まずは取り組むことが大切。】奈良県地域デザイン推進局 兼
観光局局長　竹田 博康さんにお話を伺いました。【miteの
仕組み〜命のカルテ〜】
奈良県地域デザイン推進局 兼観光局局長竹田 博康さんにお話を伺いました。ぜひご覧ください。
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【災害時、まずは命を守る情報が分かることが大切。医師の岡崎
伸先生にお話を聞きました。【miteの仕組み〜命のカルテ〜】
【災害時、まずは命を守る情報が分かることが大切。医師の岡崎 伸先生にお話を聞きました。

是非ご覧ください。

【情報があれば子供達の命を助けることができる】大阪市立都島
中学校の渡辺校長先生、中山元教頭先生にお話を伺いました。
【miteの仕組み〜命のカルテ〜】
【情報があれば子供達の命を助けることができる】

大阪市立都島中学校の渡辺校長先生、中山元教頭先生にお話を伺いました。
ぜひご覧ください。
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